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             ボン●ルージュ

Ch.バ ル バ ラ ：『赤 い 橋 の 殺 人 』

    ロ マ ン ア ク レ

   〈鍵 を もつ小説〉解読 の覚 え書1

亀 谷 乃 里

                ボン ル ジユ

 シャルル ・バルバラの中篇小説 『赤 い橋の殺人』2(1855)は 哲学的かつ

心理学的な側面をもつ小説であ り、またある意味で探偵小説の側面をもち
                           ロマン ノワ ル
ー これ は ガ ヴ ォ リオ ーの 先 駆 を な す もの で も あ る一

、 また 暗 黒 小 説 も し

くは ゴ チ ッ ク ・ロマ ンの 性 格 を も もち 、 そ して も う一 つ 、 当 時 の 自称 レア リ

ス ト達 の作 品 の 多 くを特 徴 づ け る もの 、 つ ま り実 在 す る人 物 や 事 象 を モ デ ル
                      ア                        ク レ                  ロ マ ン

とした人物、事象が作品中に現われる 〈鍵をもつ小説>3で もある。 ここで

はこの最後の側面について簡単に覚え書を記 し留めたい。

 主人公 クレマンが証券仲買人テ ィヤールを阿片で眠らせた後、青酸化合物
                          ボン ル ジュ

で 殺 害 した あ の 身 の 毛 も よ だ つ 殺 人 が 遂 行 され た4の は 〈赤 い 橋 〉 の す ぐ

近 く、 サ ン ・ル イ 島 の サ ン ・ル イ ・ア ソ ・リル通 りに あ る、 とあ る あ ぽ ら家
            ボン ルサジユ

で あ り、屍 体 を 投 下 した く赤 い 橋 〉 と は小 説 以 前 に実 在 した 橋 で 、 サ ソ ・ル

イ 島 の 先 端 、 サ ソ ・ル イ 島 と シ テ 島 とを 結 ぶ 点 、 ブ ル ボ ソ河 岸 の 延 長 上 に

あ った5。 テ オ フ ィル ・ゴ ー チ エ は この 小 説 が 劇 化 さ れ ゲ テ 座 で 上 演 さ れ た
               モニトウ ル ユニヴエルセル

際に(1858年5月29日)官 報の 『世 界 報 知』紙の夕刊に劇評を書 き、
ボン ル ジュ

「赤 い 橋 、 一 現 在 で は 消 失 して し ま っ た が 、 架 け直 さ れ た 橋 」6と い っ て 舞

台 に か か った 赤 い橋 に つ い て 回 想 して い る。 それ は1717年 に再 構 築 さ れ 、 鉛

丹 塗 装 され た 歩 行 者 の み が通 れ る小 さ な赤 い木 の橋 で あ っ た5。

 人 物 に つ い て見 る な ら ぽ 、例 え ぽ、 主 人 公 ク レマ ン7の 親 友 、 マ ク シ ミ リ

ア ン ・デ ス トロ ワ(親 称 ：マ ック ス)7の モ デ ル は この 小 説 の 作 者 、Ch.バ ル
           ひよわ
バ ラに他ならない。「一見虚弱には見えるが、金髪で非常に鋭い青い眼をし、

毅然 とした性格の現われた彫 りの深い 目鼻立ち」(1)8の あの若い文筆家で
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ヴ ァイ オ リニ ス ト9の 中 に、 我 々 は 何 の苦 も な く彼 自身 を 見 出す こ とが で き

る。 フ ェ リ ック ス ・ナ ダ ー ル が 撮 影 した 彼 の写 真10と シ ャ ソ フル リの 『青 春
                        ボン ル ジュ

時代の回想 と肖像』11とがそのことを証明す る。また 『赤 い橋の殺人』を読

み進めぽその確信が強め られる。深い慈悲心をもつマ ックスはキ リス ト教徒

としての信仰心をもっていたか否かは曖昧であるが、良心や神の問題を科学

的あるいは論理的に説明 しようと腐心す る真摯な宗教的思考のもち主である。

文学、芸術に関する彼の姿勢を見 るならぽ、「芸術作品とは一般に障害物 の

娘、 とりわけ苦悩の娘である 〔…〕多 くの優れた人々が現在そ うあるのは何

らかの苦悩に負っているのだ」(2)と彼は友人 ロドルフに自らの信条を述べる。

そんなわけでマックスは 「貧窮に対 していささかの苛立ちも反抗心も起 こさ

なかった。」(3)

 小 説 の 中 に し ば し ぼ 登 場 す る ロ ドル フ12は ミュル ジェール の
 ラ   ボ エ ね      ム

倣 浪 芸 術 家 達 の 情 景 』13に 現 わ れ る ロ ドル フの モ デ ル と同一 人 物 の ア ン リ ・
                       ラ   ボ エ む ム
ミュ ル ジ ェ ール 彼 自身 で あ る。 ミュル ジ ェ ール は 『放 浪 芸 術 家 達 の 情 景 』 の

中 で パ ル バ ラを カ ロ リュ ス ・バ ル ブ ミ ュ ッ シ ュCarolus Barbemuche 14と い

う滑 稽 な 名 前 で 登 場 させ て さ ん ざん か らか っ て い る。rXI章 、 ラ ・ボ エ ー ム

の カ フ ェ」 とrXII章 、 ラ ・ボ エ ー ムへ の 入 会 」15と に そ の様 子 は具 に 窺 え

る。 例 を あ げ る な らぽ 、 ラ ・ボ エ ー ム の 仲 間 達 に対 し て 、 哲 学 者 コ リン ヌ16

に バ ル ブ ミ ュ ッシ ュを 紹 介 させ る に 当 た っ て は、 彼 は 「文 学 と哲 学 の 混 合

物 」17を武 器 に して い る と か、 「地 方 哲 学 を や っ て い て、 芸 術 を 聖 職 だ とい っ

て い る」 な ど と いわ せ て 彼 の文 学 、 芸 術 に対 す る真 摯 さを 茶 化 した り、 ま た
                                   コ    

その少 し後では、彼は 「大変醜男の 〔…〕 プラ トン派の哲学者」18だとから
          ボン ル ジユ

か っ て い る。 未 来 に 『赤 い 橋 の 殺 人 』 や 「ウ ィテ ィ ン トン少 佐 」19を 書 く こ
                     ひよわ

とに な る人 物 の 気 高 い魂 は 「ミュル ジ ェー ル の虚 弱 な理 解 力 に と っ て は余 り

に も強 烈 過 ぎた 」20と は マ リ ウス ・ボ ワ ッ ソ ンの 言 で あ る。

 これ に対 して バ ル バ ラ は 自 らの 小 説 の 中 で ミュ ル ジ ェ ール に な ん と も不 名

誉 な 役 割 を与 えて 、 こ うい っ て よけ れ ぽ、 い わ ぽ仕 返 しを し て い る。 例 を あ

げ る な らぽ 、 「ロ ドル フ は 、他 の 多 くの 人 々 に倣 って 、 芸 術 とは 、 せ い ぜ い 、

肉体 を 責 め苛 み 精 神 を腫 れ 上 が らせ る欲 望 と虚 栄 心 とを 満 足 させ る一 手 段 に
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す ぎ な い と考 えて い た 」(2)と 大 変 手 厳 し い。 そ し て 「10章 、 音 楽 の タ ベ 」 の

冒頭 で も辛 辣 な 揶 揄 の手 を 緩 め な い。

 数年来、ロドルフは、いわゆる若気の過ちを犯 しつつ、ある小新聞の

文芸欄に自らの私生活の一部始終を気取 った文体で叙述していた。この

文芸欄で、ロドルフは、大変な魅力 と才気 とで、 自分自身 と他人様 とを

からかう特権を我が物にしていた。我々は彼 に百スー銅貨のへそ くり金
                                                            かな

庫Bas-de-Cuirと 渾 名 を つ け て も よ さそ うだ った 。 な に しろ 彼 は あ の 金
もの

物の獲物を追 って多 くの時を過 ごし夥い抜け 目なさを発揮していたのだ

から。 ロドルフの名がその小新聞の一隅で光彩を放 っていた とき、多 く

の人々の家では祝宴が催 された。
   かん

 その間に、若冠ながら大変巧者な一人の劇作家が、第三者の勧めで、

ロドルフの連載小説を剽窃し、その中から非常 におもしろい人物を選別

し、そこから対話を抽出してその精神を圧搾機 にかけ、多少な りとも感

興をそそる筋立の五幕物 にあらゆるものを煎 じ入れ ようと思いついた。
          ブイヤベ ス

そ し て、 こん な演 劇 的 こ った 煮 が つ い最 近 は な ぽ な しい 成 功 を 収 め た と

ころ だ っ た。(77-8)

 こ の 条 は 、 い わ ゆ る 自 称 〈レ ア リ ス ト 達 〉、 シ ャ ン フ ル リ21、 ミ ュ ル

ジ ェ ー ル 、 シ ャ ソ ヌ 、Ch.モ ン ス レ 、 そ れ に 彼 ら と 親 し く 交 わ っ て い た ボ ー

ド レ ー ル 、 バ ン ヴ ィ ル 、 マ ル ク ・フ ル ニ エ 、 ギ ュ ス タ ー ヴ ・ル ・ヴ ァ ヴ ァ ス ー

                            コルセ ル

ル、その他 の若 い文 筆家 た ちが集 い活動 していた 新 聞、『海 賊』紙 と
コルセ ル サタン                                ラ   ボ エ   ム

『海賊 ・悪魔』紙の文芸欄 に数年 にわたって掲載 された 「放浪芸術家達の情

景」13に関す るほのめかしそのものである。引用文後半に出てきた五幕物を

ものした若い劇作家 とはテオ ドール ・バ リエール22で ある。 この演劇は1849

年11月22日 にヴァリエテ座で上演され完全な成功を収めた。そしてこの引用

の数ページ後でバルバ ラは、「近々発表す る小説の一つのために書かれた次

の一節」 といって、作品名 は書かずに ミュルジェールの 『オランプ夫人』

(1854)の 中の比喩に富んだ一節を引用 している。「この純粋 な鳩は、超越的
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な プ ラ トニ ス ムの 青 い天 空 を 、 と もに 天 翔 け る一 羽 の野 生 の 鳶 の征 服 的 な眼

射 に魅 せ られ るが ま ま に な った 」23(82)

 小 説 に現 わ れ る実 在 す る 友 人 は一 人 ミ ュル ジ ェ ー ル ば か りで は な い 。 リ ュ

ク サ ソ ブ ー ル 公 園 で 出 会 っ た マ ック ス の 友 人 、 ド ・ヴ ィ リエ24の モ デ ル は

『女 像 柱 』25『 鍾 乳 石 』 の 詩 人 で 〈芸 術 の た め の 芸 術 〉 の 旗 手 、 テ オ ドール ・

ド ・バ ソ ヴ ィル で あ る。 彼 は 実 際 に バ ル バ ラ の友 人 の 一 人 で も あ り、 シ ャ ン

フル リの 『マ リエ ッ ト嬢 の ア ヴ ァソ チ ュ ー ル』26の 中 で も ド・ヴ ィ レー ル と い

う よ く似 た 名27で 現 わ れ る。 ボ ー ド レー ル が シ ャ ン フ ル リに 宛 て た 書 簡

(1853年3月15日 付)28の 中 で この 小 説 の登 場 人 物 の モ デ ル を 明 か す 鍵 を提 供

し て い る こ とは よ く知 られ て い る。 シ ャ ソ フ ル リは 彼 の小 説 中 で バ ソ ヴ ィル
                    ポン ルらジユ

を手厳 しく扱っているが、バルパラもまた 『赤 い橋の殺人』の中で彼を酷

評 している。

彼は、あれやこれやの理由、自分の生まれによるものであれ、知性によ

るものであれ、はたまた他の理由からにせ よ、断固たる過去の擁護者を

自任していた。マックスは彼 と親交はあったが、それでも彼については、

ごとごとに若気の過ちを後の芳 しからぬ振舞いの見本として挙げる人に

負けず劣 らず筋の通 らない人間だと思っていた。その上、感情が欠如 し

ているように思われる ド・ヴィリエには慈悲深い性質がまるでなかった。
                かな

しかし、彼は自分が公言する信条に適った生活をしていることを自負 し

ていて、その信条による所信 と行為 とは、デス トロワが認めざるを得な

い、いわば、誠実さの光輝を身に受けていた。(7-8)

 バ ンヴィルが貴族階級に生まれた ことへのほのめか しから始まり、古代ギ
           いにしえ                             いにしえ

リシャの彫刻美への傾倒、古の詩形を復活させ ようとしたこと等、古に対す

る偏愛 と、彼が非情なばか りの作詩の技巧家であ りそれに大きな価値を与え

ていたこと、一言でいえば古典的形式美への偏向と芸術至上主義に対する揶

揄であることは明らかである。バ ンヴィルの芸術的信条は当然のことなが ら

生活信条と重な り合っていることが後続するマ ックスとド・ヴィリエの会話
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によく現われている。

 激 しい情熱 と力、強い個性 と大胆 さ、それに優れた知性を兼ね備 えたいわ

ぽヴォー トラソの片鱗を窺わせるクレマソが、必死の企てによって貧窮と悲

惨のどん底から経済的、社会的に立ち直 りつつあった とき、マックスは彼に

対 して同情 と慈愛の気持を抱 くと同時に友人の幸せな変貌 に喜びを、彼の情

熱 と強さとに賛嘆の気持を隠せない。それ とは逆に、 ド・ヴィリエはそ うし

たクレマソを徹底的に否認する。 ド・ヴィリエにとってはクレマンは 「卑 し

むべき人間」(11)で あ り情熱は悪徳なのである。「我々には情熱がある結果

それと戦わなけれぽならないのだ、野獣 に倣 ってそれに身を委ねていてはい

けないのだ。」(13)

 ボードレールは次のよ うにいっている。「現代の芸術には本質的に悪魔的

な傾向がある 〔…〕人間のそ うした地獄的な部分、それを人間はわれとわが

身に説明しては快を覚えるのだが、それは 日に 日に増大 してゆ く」29。証券

仲買人の殺害によって悪 と良心の検証を行なったクレマンは無論 この 「地獄

的な」役割を全身全霊をもって引 き受けた。またクレマンが懐疑的思考にお

いてバルバ ラの精神的分身である以上30、 バルバラも無論その引き受け手で

ある。だが、〈芸術のための芸術〉の旗手、〈断固たる過去の擁護者〉はこ う

した 「血の沼」「泥 の深淵」に身をかがめて人間の不幸を共有 しは しない。

彼にとっては、芸術的誠実とはひとえに豊かな韻を作ることによって楽園に
                  リ リ ツ ク

回帰すること、人間が幸せだと感 じる 「抒情的な」31世界を創造す ることで

あった。 こうした芸術的信条 は生活信条 と一体 となって情容赦ないクレマン

の糾弾と現代的なるものの否定、 さらには 〈真実の探求〉 と く誠実 さ〉を旗

印に掲げるバルバラをも含めた自称 レアリス ト達の否認 となって現われる。
            アクチユアリテ

「彼 〔クレマン〕は衝撃的な現 代 性の一典型であ り、彼の中には実に、悪徳
                ボ  エ     ム

と偏見と懐疑的態度と無知 と、あの放浪芸術家達の精神 とが凝縮され要約さ

れているといえよう。」(13-4)立 場をかえれぽ逆にバンヴィルの古典美偏

愛 と芸術至上主義 とからくる頭ごなしの懐疑主義排斥 とひいては現代性を否

定す るバンヴィルの信条 とはバルバラには到底受け容れ難いものであった。

 バルバ ラの友人は作品中にまだ登場する。彼はクレマンが催 した音楽の夕
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に 「一人の詩人」(79)を 登場 させて高 く評価 している。「彼は非常 に困難な

思索に対す る明らかな素質をもち、しかもその素質は、暖かみがあ り色彩豊
                       ポエジ 
か な 、 本 質 的 に 独 創 的 で 人 間 味 の あ る し っ か りと した 詩 を 排 除 す る こ と が な

い の だ 。」(79)こ の 「一 人 の 詩 人 」 と は と りも直 さず ボ ー ドレ ー ル で あ る。
                   アルバム          ソ  ネ

彼は三ページ先で、クレマンの妻 ロザ リの記念帳に自らの無題の十四行詩全

部をそらで書 き写す。 この詩は、サバチエ夫人宛に無署名の書簡(1854年2

月16日 付)と ともに送 られ、バルバラの小説が発表された1855年1月1日 に

は詩人自身の手では未だ発表されておらず、『悪の華』初版(1857)32の 中に

挿入されて初めて公けになった ものであった。

今霄何を語 ろうとす るのか、孤独な哀れな魂よ、

(82-3)33

                           ソ   ネ

詩人はこの小説の中では再度現われない。小説の大筋 とこの十四行詩 との間

に直接的な関係があるとは思われない34。 しかし詩人に対す る非を差 し挾ま

ぬ評価は二人の友人を密接 に結びつける絆を思わせる。 これについては詳 し

くは他の拙稿35を 参照して頂 くとし、 ここでは当時まだ確た る自信のなかっ

た二人の真摯 な青年が、感情の吐露 と奔放な想像をこととする従来の安易な

ロマン主義を否定 してともに新 しい文学の方向を模索 していた こと、〈悪の

検証〉、〈神の検証〉 といった 「困難な思索」の中で苦悩 しながら く真実の探

究〉を していた こと、そ して こうした精神の軌跡 を作品に一 一方 は 『悪
         ボンのル ジユ

の華』に、他方は 『赤 い橋の殺人』に  一つの論理的構築物 として結晶

させようと粉骨砕身の努力を していたことを述べるに留める。

 また同時にボー ドレールに対す る留保のない高い評価は、バルバラがバン

ヴィルに対 して反論 として提出した自らの文学理念、あるいはそれに近いも
           ロマ ン ア ク レ

のと考えられ、これは 〈鍵をもつ小説〉 とい う枠組の中にはめ こまれたも う

一つの枠組  文学理念の枠組 とでもいった枠組における結論 ともいえよ う。

バソヴィルの芸術至上主義と古典主義一辺倒に対する解答である。韻律の豊：
   リ リ     ツ ク

かな 「抒情的な」31美しい詩はそれとして無論認めるとして、美 しくて韻律
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の豊かな詩作が必ずしも 「困難な思索」や 「暖かみがあ り 〔…〕独創的で人

間味のある」ことと両立 し得 ないわけではないのだ。そ うした典型 として

ボー ドレールを登場させ、その後で至上の美を賛美する律動に富んだ音楽的
                             ソ   ネ

で、 しか も 「暖 か み が あ り 〔… 〕 独 創 的 で 人 間 味 の あ る」 彼 の 十 四 行 詩 を引

用 した の で あ る。

 ロ ドル フ、 ド・ヴ ィ リエ 、 「一 人 の詩 人 」 と続 く登 場 人 物 の 鍵 の解 読 が 三 人

の モ デ ル を 明 き らか に し、 さ ら に は バ ル バ ラの い わ ば文 学 理 念 の解 読 と な っ

た 。 この 二 重 の鍵 構 造 は バ ル バ ラ の文 学 理 念 と と も に大 変 興 味 深 い。 だ が こ

の 覚 え 書 きの 目的 は 小 説 中 の 鍵 を で き る限 り開 け る こ とで あ る。

 ベ ー トー ヴ ェ ンの ピ ア ノ と ヴ ァイ オ リン の た め の グ ラ ン ドソ ナ タ を演 奏 し

(17-8)、 マ ック ス と し ぼ し ぼ 二 重 奏 を す る テ ィヤ ール 夫 人 は 、 い く分 か は

バ ル バ ラ の 親 友 で 哲 学 者 、 政 論 家 の ジ ャ ン ・ヴ ァ ロ ン16の 夫 人 が モ デ ル で

あ っ た 可 能 性 が あ る。 ピア ニス トで あ った 夫 人 とバ ル バ ラは シ ャ ン フル リと

と も に しば し ぼ三 重 奏 、 四重 奏 を 演 奏 し、 そ の辺 りの 事 情 は シ ャ ン フル リの

『シ ュ ニゼ ル の トリオ』36の 中 で 語 られ て い る。
     ボン ル ジュ

 最後に、『赤 い橋の殺人』の殺人事件のどの部分かが実際にあった事件か

ら着想を得ている可能性がある。バルバラが自らの贋金造 りの物語、「ロマ

ンゾフ」37の原稿を友人の レオン・ノエルに送 った際、手紙(1844年4月20日

付)38の 中で、ある司法関係の人物が食事の ときに語 った話 に言及 し、 これ

はまだ新聞には出ていないが近 々出るだろ うといっている。問題 の話 とは、

クレマンの殺人事件のどこかの部分か、あるいは最 も可能性があるのは、ク

レマンの家で催された音楽の夕  勿論食事のでた夕である  で予審判事

によって語 られたあや うく迷宮入 りになりそ うだったルケーヌ殺人事件であ

り、これはクレマンの事件 と多 くの点で非常 によく似ている事件でもある39。

しかしこのバルバ ラの着想についてはあくまでも筆者の推測であ り確かな証

拠は見つけていない。

 筆者は鍵の解読を試みなが ら、モデルとなっている実在人物 と実在する事
                         ボン ル ジユ

象をある程度 まで詳かにで きた と考える。その結果、『赤 い橋の殺人』が
ロ マ ン ア ク レ                         ロ マ ン ア ク レ

〈鍵をもつ小説〉であることが確かめ られ、 さらに この 〈鍵をもつ小説〉の
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枠 組 の 中 に は も う一 つ の 文 学 理 念 の 枠 が は め こ ま れ て お り、 ミュル ジ ェ ール 、

バ ン ヴ ィル 、 ボ ー ドレ ール を モ デ ル と した三 人 の文 学 仲 間 の登 場 に よ っ て バ

ル バ ラ の い わ ぽ 文 学 理 念 が 明 か され る二 重 の 鍵 構 造 を もつ こ と も分 か っ た。
      ロ マ ン ア ク レ

バ ル バ ラが 〈鍵 を もつ 小 説 〉 を書 い た こ とに よ っ て 当 時 の レア リス トに特 有

の 側 面 を もつ こ とが 分 か った が 、 か とい っ て彼 の 中 に は 幻 想 的 な面fantas-

tiqueや 神 秘 的 な 面mystiqueも 多 く、 彼 は これ らの 要 素 と レ ア リス ム と を

融 合 させ た 作 家 で あ る こ と を も忘 れ な い よ うこ こ に付 記 した い。
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